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圧電磁歪複合体および発電素子

圧電膜と磁歪膜とが相互作用することで、機械的エ
ネルギーをより効率的に電気的エネルギーに変換

近年、振動等の機械的なエネルギーを電気的なエネルギーに変換す
る発電素子に注目が集まっている。例えば、圧電材料および磁歪材料
は、機械的なエネルギーを電気的なエネルギーに変換できる材料として
知られている。しかし、振動等の機械的なエネルギーは、十分な利用が
図られていなかった。その為、機械的なエネルギーをより効率的に電気的
なエネルギーに変換できる発電素子が求められている。

本発明によって、高出力な発電素子およびこれに用いられる圧電磁
歪複合体を提供することが可能になった。本発明は、磁歪膜と圧電膜と
を積層し、これらの界面に微小な凹凸を形成することで、ミクロ的な界面
部における２つの材料の接触頻度を増やし、磁歪膜と圧電膜とが電磁
物理的な相互作用を生じ、発電素子の出力特性が向上することを特
徴とする。これによって、機械的なエネルギーを効率的に電気的なエネル
ギーに変換することができる。

概要

 身のまわりの生活振動（橋梁、建造物、等）や、工場設備など
の微小振動を活用した振動発電素子
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高い出力電圧を確認

応用例 本発明

1.   磁歪膜
2.   圧電膜
10. 圧電磁歪複合体
20. コイル

コイル：無
・磁歪膜は
単なる電極
・圧電膜単
独で生み
出した出力
電圧

比較例２比較例１

圧電膜：
分極未処理
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